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第6章 区域別の手入れ法

1 玄関ホール、ロビー
玄関ホール・ロビーは、多数の人が建築物内に

第一歩を踏み入れる場所であり、最も土砂等の持
ち込みが激しく歩行動線のつきやすい場所です。

  1-1  　日常の手入れ
作業１　床の清掃

❶  土砂の侵入が多いので、 床材の磨耗防止の
ため、１日に数回以上除じんを行います。

❷  入口に玄関マットがある場合は、 真空掃除
機で土砂を吸引します。

床面積が広い場合は、自動床洗
浄機を使用する

❸ 汚れが目立つ場合は、モップで水拭きします。

作業２　床以外の清掃
❶  ドアガラス、 入口枠、 窓枠、 窓台などを拭

き上げます。
手の触れる部分を重点的に洗剤
拭きを行い、水拭き後、から拭
きする

❷  ステンレス、 金属製の手すり、 柱など、 手
あかが目立つ場所を除じんします。

必要に応じて洗剤拭きを行い、
水拭き後、から拭きする

❸  什器備品、 ゴミ入れ、 灰皿などの容器を水
拭き後、から拭きします。

  1-2  　定期的な手入れ
床面、壁面、サッシ、ガラスなどの全面洗浄を行います。

  1-3  　注意事項
❶  玄関ホールやロビーは歩行量も多く、汚れが目立つ動線がつきやすいので注意します。

繊維系の床材は吸じん作業の回数を増やし、弾性・硬性床材の場合は水
拭きなどを徹底する

共用区域の清掃（1）玄関・通路・階段
第 1 節

バキューム作業

ガラス清掃
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第１節　共用区域の清掃（１）玄関・通路・階段

区
域
別
の
手
入
れ
法

第6章
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境
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生

第1章
❷  身だしなみやマナーに注意し、 通行者に不

便や不快感を与えないように心がけます。
❸  ドアの付近では、 ドアの開閉に注意してく

ださい。
❹ 高所作業時は、安全対策が必要です。
❺  荒天時は、 雨天用マットを敷き、 雨水で濡

れた床面を拭き取ります。
床がすべりやすいので注意する

2 廊下、階段、エレベータホール
階段、エレベータ、エスカレータが建築物の利

用者を垂直方向に移動させるのに対して、 エレ
ベータホールから続く廊下（通路）は、建築物内
を水平に移動させる役割を果たします。エレベー
タホールや低層階の階は、 利用数も多いことか
ら、歩行動線が発生しやすい場所です。

また、階段は上昇気流が発生しやすいため、建
築物内のほこりが集まりやすい場所といえます

（30ページ参照）。

  2-1  　日常の手入れ
作業１　床の清掃

❶ 除じんを行い、必要に応じて水拭きします。
❷  エレベータ前、 廊下の曲がり角、 出入口な

どは歩行動線が目立ちやすいので、 全体的
なバランスをとるため中間補修を行います。

部分洗浄やスプレーバフ方式を
用いて床維持剤の補充を行う

❸ 階段掃きなどは、 作業効率と安全を考慮し
て、 バッテリー式のハンディタイプの真空
掃除機などの活用が考えられます。 特に繊
維床には、 ブラシ付きの機種の採用を考慮
します。

作業２　床以外の清掃
❶  ドア、 手すり、 スイッチまわりなど、 手あ

かがつきやすいところを拭き上げます。 マ
イクロファイバークロス等の使用など、 道
具の活用による、成果 ・ 効率の向上を図り

雨天用マット

スプレーバフ

階段の除じん


